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研修時間 

２０分間 

主な内容 

○ 発達障がいのある子どもの「困難さ」を疑似体験し、子どもの立場に立って教師の指示の在り方に

ついて考える研修 

手   順 

準   備 ・「Ⅰ－１ 発達障がいの特性の理解」のシート 
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１分 １ 研修のねらいの確認 

・疑似体験をとおして、発達障がいのある子どもの心理や教師の指示の在り方につい

て考える。 

 

１分 ２ 研修方法の説明 

○ 疑似体験の進め方について 

・教師役、子ども役、観察者の３名１グループとなり、疑似体験を行う。 

・子どもの立場から、教師の指示の出し方について協議する。 

 

５分 

 

８分 

 

 

３分 

 

 

 

３ シート（演習１）を活用した演習 

① 疑似体験 

・３つの役を全ての教員が体験する。 

② グループ協議 

・子どもの立場で教師の指示の出し方について感想や思いを交流する。 

・望ましい教師の指示の出し方として、３点決める。 

③ 全体交流 

  ・各グループから、教師の指示の出し方を発表し、学

校全体として「これだけは」取り組む方法を決める。 

 

２分 ４ まとめ・振り返り 

事後の取組 ○ 子どもへの指示の出し方について短いスパンで検証する。 

「校内研修プログラム」の活用事例 

～学習の困難さを理解するための校内研修～ 

【活用するシート】 
Ⅰ―１ 発達障がいの特性の理解 

○ 子ども役の先生が、途中から説明の内容を理解できていない様子が表情から分かりました。 

○ 聞いた内容を記憶しながら、話を聞き続けることの難しさが分かりました。 

ここがポイント！ 

子どもの立場に立って考えるこ

とが重要です。 

ここがポイント！ 

学校全体として取り組む方法

を決めることが大切です。 


